
修学旅行 

陶芸教室について 

 

 

 

 

 

〇 私たちは、戦争みたいにやられたらやり返すという考えを減らそうと思ったし、食べ物や飲み 

物を食べたり、飲んだりできているということに感謝しなければいけないと思いました。そして、八  

木道子さんがおっしゃられた「平和のバトン」をつなげていくために、戦争について知らない人 

がいたら、教わったことを思い出して話をしていきたいです。 

〇 永井隆博士が願った「平和」は今の時代では身近なものだが、戦争の時には「平和」は 

身近になかったので、今の平和な生活に感謝して過ごしていきたいと思いました。人々の気 

持ちを考え、二度と戦争をしてはいけないと思いました。 

 

１月  ８日（水）  始業式（給食なし） 

２２日（水）  中学校体験入学（６年生）  

２9 日（水） 授業参観（午後） 

     

 

【学校教育目標】自己実現に向かい心身ともに豊かで自ら学ぶ高木っ子の育成 

 

 

 

 

 

６年生は、令和６年１１月２６日（火）～２７日（水）の１泊２日で、長崎と佐賀

に修学旅行に行ってきました。社会や総合的な学習の時間に事前学習を行い、

原爆資料館等を訪問することで、当時の様子を肌で感じることができました。ま

た、６歳のときに被爆され、現在８５歳になられる八木道子さんが、原爆が投下さ

れたときの長崎の状況や人々の暮らし、その時の思いなどたくさんのお話をしてくだ

さいました。子供たちは、戦争の悲惨さや残酷さ、平和を守っていくことの大切さ等

の学びを深めることができました。以下、学習のまとめからの一部抜粋です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 １２月３日（火）～９日（月）に 
陶芸教室を行いました。ゲスト 
ティーチャーとして髙田一道様 
（一道窯）をお招きし、専門的 
なご指導をいただきました。子供 
たちは作品制作に夢中になって 
いました。１月には色付けを行います。 
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